






































トを整理したのが図 1 である 4）。






















































































































































































































































































































〔1〕以下のテーマについてＡ 4 用紙 2 枚以内
で論じて下さい。
　　「組織の意味、価値、目的、本質とは？」

























































































































































































　続く「演習」は、テキスト 13 章、14 章、15 章
について、以下の時間配分で受講生同士のグルー
プ学習を実施した。

































また、「自然形の例」として 2 人の床屋の例 18）を
紹介した。



























































出典：March and Olsen(1976),p.56 
18） 将来、税理士として中小企業の経営指導にたずさわることを希望する学生が複数いたので、このような事例を紹介した。
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・「息 を（意 識 的 に）合
わせない」ＶＳ「息を
合わせる」








































































































































































て、部 屋 中 を 歩 い て
ファシグラを見ること



















演 習（テ ー マ：「良 い
会議とは」
・ファシリテーションの
演 習（テ ー マ：「理 想
のチームとは」）
・テキスト 10 章～12 章
の発表とファシリテー
ション
・ファシリテーション演
習（テキスト第Ⅰ部～
第Ⅳ部間のストーリー
をつくる）
・組織についての、４つ
の本 質的フレームを
使ったファシリテ ー
ション
・コーチング実践（「組
織論の学びを活用して、
何を実現するのか？」）
・演習後、プロセスの振
り返り。ファシリテー
ションのプロセスを振
り返 るファシリテ ー
ション（どのような気
持ちだったか なども
シェアー）
・講義後、その日のレッ
スンプランを受講生に
メールで連絡。受講生
はそれにより当日の講
義がどのような順番で
何が行われたのか意識
化できる。
・ファシリテーションの
振り返り
・講義後、その日のレッ
スンプランを受講生に
メールで連絡
・講義後、その日のレッ
スンプランおよびこの
クラスの全講義のレッ
スンブランを受講生に
配布
・講義後、その日のレッ
スンプランおよびこの
クラスの全講義のレッ
スンブランを受講生に
配布
・講義後、「この体験を
日常生活の中でどのよ
うに活用できますか？」
とメールで質問
・講義後、「この体験を
日常生活の中でどのよ
うに活用できますか？」
とメールで質問
・講義後、「この体験を
どのように一般化でき
ますか？」とメールで
質問
・講義終了後の講義アン
ケート記入（講義につ
いて最初の振り返りの
文書化）
・終了翌日以降の振り返
りのアンケート記入
・講義終了後の講義アン
ケート記入（講義につ
いて最初の振り返りの
文書化）
・終了翌日以降の振り返
りのアンケート記入
　
　
